
 

                          令和７年７月２日 

湖北農業農村振興事務所農産普及課 

（湖北農業普及指導センター） 

 

 

 

 

 

 

１． 現在の生育と穂肥の時期、量 

生育は一部ほ場で還元障害や５月下旬～６月上旬の低温によりやや停滞傾

向でしたが、６月中旬からの高温（梅雨明け 6/27）により、生育は平年よ

り早まっています。コシヒカリでは草丈がやや長く下位節間の伸長したほ場

もみられます。 
 

【穂肥施用日の目安(速効性肥料の場合)】 

田植時期 地帯 １回目 ２回目 
出穂期 

見込み 

５月上旬植 
湖辺平坦 ７月４日 ７月１８日 ７月２２日 

中山間 ７月７日 ７月１４日 ７月２５日 

 

 

・穂肥の基準施用量は１回目、２回目ともに窒素成分で２ｋｇ／１０ａ。 

・1 回目は出穂１８日前(幼穂１cm)、2 回目は中山間で出穂１１日前、 

湖辺平坦で出穂４日前に施用しましょう。 

・有機質肥料の場合は、肥効が出るまでに時間がか 

かるので３日程度早めに施用しましょう。 

・葉色が濃い場合(葉色板 4.0 以上)や過繁茂の場合

は、倒伏の軽減や品質、食味低下を防止するた

め、１回目の穂肥を遅らせ、施用量も減らしまし

ょう。 

 

コシヒカリの穂肥は幼穂長１cm が目安！ 
～「出穂期」に向けて湛水管理と        

        カメムシ対策の徹底を！～ 

稲作情報 No.３ 

幼穂

1cm 



 

【全量基肥栽培の場合】 

夏期に高温となった場合は、出穂期から穂ぞろい期に窒素成分で 

１～２kg/10a を追肥しましょう。 

 また、出穂 11 日前頃（穂ばらみ期）までに葉色が葉色板で 4.0 以下と

なる場合は同様に追肥をしましょう。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

２．カメムシ対策！ 

畦畔の２回連続草刈 
・斑点米の原因となるカメムシ類は、ヒエ等のイネ科雑草の穂を好み、畦

畔に集まります。 

・そこで、イネの出穂３週間前（７月１日頃）と出穂期（７月２２日頃）

に２回草刈りを行い、イネ科雑草の出穂を抑制してカメムシ類を寄せ付

けないようにしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 
①カメムシはイネ科雑草の穂を好む 

②草刈りによるイネ科雑草の出穂抑制の 

効果は２～３週間しか持続しない 

⚠「環境こだわり農産物」認証基準に注意しましょう⚠ 
 

・環境こだわり農産物の栽培に取り組まれている方は、栽培期間中の化学肥

料の窒素成分量が４ｋｇ/１０ａ以下になるように穂肥を施用してください！ 

・有機質肥料の場合は、以下を参考にしてください。 

 ＜有機質肥料の施用例＞

肥料名（チッソ-リンサン-カリ） 窒素成分２ｋｇの施用量

有機アグレット６７４(６-７-４) ３３ｋｇ/１０ａ

有機アグレット７２７(７-２-７) ３０ｋｇ/１０ａ

有機アグレット８４４(８-４-４) ２５ｋｇ/１０ａ

オンリーユーキ(６-６-４) ３３ｋｇ/１０ａ



 

主な斑点米カメムシ類  
        

 

 

 

 

 

 

 
 

カメムシ薬剤の防除時期 
・ほ場周辺の畦畔や雑草地にアカスジカスミカメが多い場合は、乳熟期頃

（出穂７～10 日後）に防除しましょう。 

・穂ぞろい期に斑点米カメムシ類が確認できるほ場では、糊熟期頃（出穂  

16 日後を中心に出穂 10～20 日後）にも防除しましょう。 

・キラップ粒剤によるカメムシ防除を行う場合、散布適期は出穂１０日前 

～出穂期ですのでご注意ください。 

 

※キラップ粉剤ＤＬ、フロアブルは出穂７～１０日後頃が適期になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（バイエル クロップサイエンス株式会社 「キラップ粒剤」技術資料 抜粋） 

・散布時は湛水状態（3～5cm）とし、4～5 日間は湛水状態を保ち、散布後７日間は落水、

かけ流しをしないでください。 

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ ミナミアオカメムシ 



 

一部地域でイネカメムシが発生しています  
 

・イネカメムシが発生しているところでは、出穂期に

防除しましょう。 

・さらに発生が多い場合は、乳熟期（出穂７～10 日後）

にも防除しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．いもち病の発生に注意！ 

・今年の葉いもちの感染好適日(準感染好適日含む)は 6/15 と 6/24～

6/25 に県内広域に出現(6 月中)しましたが、現在(７/１現在)置き苗や本

田での発生は確認していません。しかし、発生する可能性があるため今後

の発生状況に注意いただき、葉いもちが発生しているほ場では、穂いもち

防除を実施しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

イネカメムシ 

出穂期 乳熟期 糊熟期

アカスジカスミカメなど小型種

イネカメムシ

ホソハリカメムシなど大型種

図 斑点米カメムシの防除時期 



 

４．出穂前後各３週間は「湛水管理」を確実に 
・湛水管理は米の品質向上とカドミウムを吸収させないために重要です。 

・排水口を閉じ、かけ流しをせず、田面が露出しないように管理しましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

暑い日が続いています。 
熱中症に注意！作業中は、塩分・水分補給 
と適度な休憩を取りましょう。 

 

 

※５月上中旬植での水管理のイメージ 

（コシヒカリ） 


